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はじめに
本稿では、クラウス・マンの亡命小説『火山』の第二部、 1936年、 1937年に展開される物語を
検討する。 1936年と言えば、亡命直後とは違い、亡命生活の長期化に伴い、困難な状況には変わ
りなくとも、亡命生活が日常化している時代の物語である。そんな中にあって、起きてくる二つ
の悲劇的な事件、つまりマーリオンの妹ティリの自殺と、キーキョウの同性愛の相手、マルティン
の病死が第二部を特徴づける大きな問題である。この二つの死がこの第二部の物語の閣の部分とす
れば、この閣を乗り越えようとするかのようにこの時期に勃発した第二次世界大戦の前哨戦とも位
置づけられるスペイン市民戦争へ国際旅団の義勇兵として参加という問題も亡命者の聞に急浮上す
る。この閣と光の物語を順を追ってみていきたい。
第二部は 5章から構成されているが、第l章はまず、プラハに亡命したハンス・ヒュッテと彼の
友人エルンストの1936年の物語から始まる。フラハに亡命してすでに 3年、正当なパスなしの不
法生活に対して二人とも、隠しだてしなくなったせいもあり、第三帝国のドイツのスパイ活動によ
り、プラハ当局の彼らに対する目も厳しくなっていた。そこで二人は、この辺でプラハでの長い亡
命生活を清算しようと、他のヨーロッパ諸国に向かつて一種の徒歩旅行による脱出を計画したので
ある。彼らはまず、オーストリアへ脱出したが、疑いの目を持って迎えられたのでそこには長居は
せず、スイスのバーゼルに向かった。パーゼルはオーストリアに比べて居心地はよかったが、二人
はここで別れることにした。つまり、エルンストはもうしばらくスイスに留まることに対して、ハ
ンスはフランスへ向かいたいと思ったのである。 3年も一緒にプラハで暮らした別れは二人には辛
かったが、別れ際ハンスは、 1933年以来文通しているチューリヒに住んでいるティリ・カンマーに
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自分の代わりに連絡して会ってくれと依頼する。この依頼が、物語の展開では重要な役割を果たし、
ティリの運命を大きく左右することになるである。
パスポートの期限切れからハンガリ一人との偽装結婚までのティリの身の上話については、すで
に前回検討したが、そこで明らかにされたのはティリの複雑な男性関係である。彼女の最初の恋人
は大学生コニー・ブルックであったが、ベルリンの強制収容所に収監されて行方知らず、そのコ
ニーの関係でハンス・ ヒュッテとの文通が続く一方、チューリヒではスイス人、 ベーター・ ヒュー
リマンとも親しくなる。そこに新たに現れたのが、ハンスの友人エルンス トである。ハンスの代理
で現れたエルンスト、しかし男友達と言ってもティリにとってハンスは文通だけの、いわば心だ吋
の友達であったが、そこに肉体をもって現れたエルンスト、従ってティリにとっては、突然ハンス
とルンストが同時に現れたような戸惑いの中で物語は進行するのである。この辺のティリの揺れ動
く微妙な心理状態をクラウス・マンは実に巧みに描き出している。チューリヒでエルンストがティ
リに電話をかけ、二人が初めて駅近くの喫茶店で会ってから、翌日の夜には二人でホテルに直行し
て宿泊する関係に至るまでの、テンポの速さ、その劇的展開は、たちまちに恋に陥った若い男女の
関係とは言え、異常にさえ映る。その背後には、亡命生活がもたらす心理的な不安状況が隠されて
いるとも言えようが、ともかくもこの二人の知り合ってわずか二日間の恋の結末が、 二人の運命を
思いがけない方向に向かわせてしまうのである。つまり、 二人がホテルでベッドを共にした晩の翌
朝早く、部屋のドアをノックする者があり、裸のまま寝ぼけ眼でエルンストがドアを聞けると、そ
こに立っていたのは、黒い帽子をかぶり、黒いコートで身を固めて黄色い書類鞄をもった笹察官
だ、った。裸のエルンストに 「ただちに服を着なさいJと促し、「あなたのパスポートを見せて下さいJ
と畳みかける警察官に対して、エルンストをかばうようにティリが出てきて、最初に必死に彼女が
彼を守ろうと応対する。そのティリとの必死の押し問答を制して、直接エルンストに立ち向かう警
察官、この場面の描写には、臨場感を生々しく映し出す物語作家としてのクラウス・マンの力量を
感じさせる箇所でもある。彼ら二人の必死の思いつきの弁明も功を奏せず、結局エルンストはホテ
ルから連行されて、警察署に向かうのである。ひとりホテルに取り残されたティリの嘆きには筆舌
に尽くしがたいものがあったが、このホテルでの一夜の出来事がティリの人生を思わぬ方向へと導
くことになるのであるが、その展開は次章になる。
この二人の離別の話の次には、亡命生活が日常と化したこれまで脇役として登場した人物たちの
消息が語られる。例えば、最初は庭師、後に看護士の勉強をしたマイスェは、今は結婚してマテス
博士夫人として人のうらやむような生活を送っている話や、パリで発行されている ドイツ語日刊新
聞でいいポストについて、多くの論説を書き、さらにはパリの新聞紙上にも時折名前が出てくるよ
うになったヘルムート・キュンディガーの話、さらには彼と協働してヨーロッパ各地に出かけ、積
極的に政治活動を行うテオ・フンムラーの話などである。上海に渡ったボビー・ゼーデルマイヤー
? ?????
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は、今や当地で成功し、「私のパーは、極東の地では一番素晴らしいですリと熱狂的な手紙を書い
て寄こすほどになっていた。亡命してからかなりの月日がたち、人々は失敗したり、成功したりし
てそれぞれの道を歩んでいたのである。このような亡命生活の経緯をK・マンは小説の中で総括し
て以下のように書き記す。
時は過ぎ去った、亡命者にとってもまた。作家たちは本を書いたーその内かなりのものは上出来
だ、ったが、他方、文句を言わなければならない作品も多々あった 、政治家たちは自分たちの計画
を構想し、同僚たちと議論を戦わした。雑誌社は創設され、そして潰れた。女たちは、男たちに身
をささげ、妊娠し、子を堕ろし、あるいは子を生んだ。商人たちは投機をし、医者と弁護士たちは
正規の業務はなかったが、しかし時折、客があった。俳優たちは、契約はなかったが、しかしあち
こちで出演することが許された。生活は停滞することなく先に進み、 驚博、変化、センセーション、
苦痛、小さな幸福、激しい苦痛、退屈、意欲、疲労、空腹、恐怖、幻滅をもたらした。
これは物語を中断して作者が上から状況をちょっと術服するような語り口の書き方であるが、こ
の後再びフリーデリケ・マルクスのような脇役の消息を紹介した後、 K.マンはマルティンとキー
キョウの主役級の人物を登場させ、この章を締め括るのである。
第 l章の最後を飾る物語は、 一口で言えば、マルティンとキーキョウの同性愛生活の破綻、終わ
りの物語である。
マルティンとキーキョウ、 二人の男の生活は、単調にして同時にドラマチックに揺れて過ぎ去っ
た。
このようにK・マンは、物語を書き始めるが、注目すべきことにこの二人のことをKnabenと記
している。Knabeというドイツ語は、通常「少年Jあるいは「若者」と訳されるが、いずれにして
も大人、市民生活を送るまともな大人とは見倣されていない。二人とも、才能はあるにしても、自
立した生活は営めず、親や親戚の財力に頼り、今はやりの言葉で言えば、パラサイト状態でパリで
亡命生活を送っていることになる。 二人は共に離れようにも離れられない関係にあり、その上深刻
なことには麻薬付けの生活を送っている。恐ろしいのは、麻薬が効いているうちは、生活が現実以
上に快適なのに対して、 一旦麻薬が切れてその効果がなくなるや否や、麻薬特有の禁断症状が現れ、
七転八倒の地獄の苦しみに襲われることである。この同性愛と麻薬付けの生活を続けるマルティン
とキーキョウの若い二人の生活をK・マンは、極めて生々しく描いていく。それは作者自身が向性
?
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愛者でかつ麻薬中毒者であるが故に、特にこの二人の破綻に向かっていく物語の記述には、迫力が
ある。一般市民の生活から言えば、この二人の生活は並外れていかがわしく、乱れているとしか言
いようがない。そこから何も生み出せないネガティブな閣の世界と言ってよい。そこから抜け出す
以外には救いようがない。このままの生活を続けていけば、早晩二人とも死に追い込まれる破滅の
生活である。この生活から抜け出す手立てはあるのか。それには麻薬に侵されたこの二人の異常な
同性愛生活に終止符を打つ他にない。このように物語は進行するわけであるが、終止符を打つには
切っ掛けが必要である。どのような切っ掛けでこの二人は別れたのか。
1936年2月、二人はヘロインの摂取量を減らす目的で、ニースの近くの浜のホテルに向かう。し
かしそこでの生活は、目的に反してヘロインを減らすどころか、逆に増やす結果になり、せっかく
離れたパリでの日常生活と同様のものになってしまった。麻薬が切れて、魔の禁断症状が二人に現
われ、ぺぺに電話をするもつながらず、探しに行った近くの薬局では不信の念を抱かれ手に入らず、
さらに麻薬を求めてマルティンは、汽車でマルセイユに出かけ、次の日の午前中にやっと麻薬を手
に入れて戻ってきた。その日の夜は、麻薬の効き目により、二人ともぐっすりと眠り、キーキョウ
が目を覚ますと、隣のマルティンは顔面蒼白で動く様子はなかった。そこでキーキョウは、てっき
りマルティンが死んでしまったものと思い込み、メモ用紙に「君なくしては、僕は生きられない、
決してリと書き付けて、できるだけ早く死のうとヴ、エロナール9錠を一気に呑み込んだのである。
しかし幸いにして、医者がすぐ来て胃の内容物を吐き出させた結果、キーキョウは一命を取りとめ
たのであった。これを切っ掛けに、キーキョウは死ぬことより、生きることを決心し、ヘロインの
入った小さな包みを窓から外に放り投げて、禁断療法を受けるために、マルティンの元を去ること
を告げたのである。まさにそれは、死から生へのキーキョウの再生への道であった。取り残された
マルティンが一人でパリに戻ったところで、第 l章は終わるのである。
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第2章はマーリオンの反ファシズム文学活動とその後のマルティンの動向が中心に叙述される。
マーリオンの1934年のパリでの初めての反ナチズムの朗読会についてはすでに見てきたがl、この
章ではまず、その後の彼女の活動の動向が紹介される。パリでの最初の反ファシズム文学の朗読会
は、二、三百人の友人や同氏たちが集まったが、その後の展開をみると、パリでは必ずしも成功し
テキストとしては、 KlausMann: DER VULKAN Roman unter Emiganten， edition spangenberg im Elermann 
Verag. Munchen 19.1977を用いた。なお、本文中にテキストから直接引用した箇所があるが、その注は煩雑
になるので省略した。
l 拙稿「クラウス・マンの閣と光一亡命小説『火山』をめくョって(その3)J経済論集 東洋大学経済研究会
第32巻第2号 2010年(138頁)参照
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たとは言えず、彼女の場合は、活動をパリから他の都市へ、その輸をヨーロッパ各地に広げること
によって、次第に注目を集めるようになったと言える。彼女の名が知られるようになると、女優と
して、古典や色々その他の出しものの出演依頼が増えたが、彼女の立場は明確で、不必要なものは
断ったのである。
彼女は政治的に効果のある活動がしたかった。彼女は使命があると信じ、自分は使命を遂行でき
ると誇らしい幸福感をもって感じた。
このマーリオンの使命感こそ、彼女の反ファシズム活動を支える源にあり、この章はマーリオン
のこの活動記録とも言うべき側面があり、その意味でこの小説『火山』の反ファシズム小説として
の性格を特徴付けている章でもあると言えよう。マーリオンは、 1934年のパリでの最初の朗読会以
降、具体的には、シュトラースブルク、そしてスイスのチューリヒ、パーゼル、ベルンその他の都
市、さらにはチェコスロバキアのプラハやプレスブルクその他の都市、 1935年夏には、ボヘミア
の温泉場まで活動を広げていくが、ウィーンでは第三帝国の意向を恐れたオーストリア政府の配慮
で出演活動は許可されなかった。従って、彼女の公演活動は、拡大していったものの、決して順調
に展開されたわけではなく、その活動が人気を博し、注目を浴びれば浴びるほど、逆に彼女に反対
する活動も陰に陽に激しさを増してきたと言うことができる。例えばチューリヒでは、 マーリオン
がドイツの強制収容所で殺害された作家の詩を朗読した時、ファシストの学生たちが騒ぎ出し、 警
察によって会場の外へ排除される事件が起きたが、これはドイツ領事館が学生たちに金を渡してい
たことが後で分かつた。しかし、この事件を契機にスイスではマーリオンの活動は許可されづらく
なったのである。やがてスイスばかりではなく、チェコスロパキア、オランダでの活動も当局の目
が厳しくなった。マ リー オンの女優としての声の使い方が有名になり、ヨーロッパでは、 真似する
若い女優が現われるまでになる一方、またナチス政府側からの攻撃も激しくなったのである。こう
したマーリオンを作者は次のように端的に表現する。
彼女は非常に愛されたが、同時に非常に憎まれもした。
そしてナチス政府に徹底的に憎まれた結果が、彼女のドイツ国籍剥奪であった。この国籍剥奪前
に、 ドイツのパスポートは使いたくないとチェコスロパキアのパスポートを暫定的に彼女は取得し
ていたので、マーリオンはこれで晴れて本当の意味で亡命の身となったのである。従って、彼女を
支持する仲間たちの問では、乙の事件は彼女の評判を高め、皮肉にも国籍剥奪後の最初の週ほど多
く仲間たちから祝福を受けたことは彼女にはこれまでなかったほどであったのである。これが1936
?
?
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年までのマーリオンの動向であるが、次にとの彼女の活動が及ぼした事例が、たとえば多数の賞賛
の手紙が届いたり、訪問があったことが色々とエピソードとして紹介される。紙面の都合でそれら
をここで一々紹介はできないが、これらの反応で彼女は勇気付けられる一方、いつもポジティプな
反応とは限らないので、 一時的には落ち込み、疲労図鑑し、時にはベルリンでSAに包囲されるよ
うな悪夢にうなされることもあったのである。マーリオンの物語は、ここで一旦中断し、次にキー
キョウと別れてパリに戻ったマルティンの続きの話に入る。
パリに戻ったマルティンの問題は、麻薬から自由にならなければパリの彼の元に戻ることはない
というキーキョウとの約束をいかに実行に移すかということであった。友人ダビット・ドイチュの
勧めるチューリヒのある医師の下での禁断療法に最初は遼巡するも、「今週君がチューリヒに療養
に行かなければ、僕は二度と会わない」というキーキョウの電報に促されて、マルティンは、マル
セルと夕、ビットの経済的支援を受けてチューリヒ行きを決心する。チューリヒ駅で彼を待ち受けて
いたのは、ダビットの友人の医師リュテイで、彼の案内のタクシーで一見ホテルのような私的な療
養所に到着する。そ乙で看護師ローザ、この療養所の支配人ブリュシュテルが紹介される。この三
人の登場人物が関わり、チューリヒでのマルチィンの麻薬依存からの解放の試みの禁断療法生活が
始まるわけであるが、結論を先に言えば、この試みは失敗に終わる。即ち、治療にあたって医師リュ
テイが、「この禁断療法の試みが成功するかどうかは、全くあなた自身のよくなろうという意志に
かかっているのですよ」と注意を促すものの、ここで展開する物語は、計画的な禁断療法を受けな
がらも、根本的なところでマルチィンの禁断症状の改善が見られず、むしろ悪化の方向をたどり、
隙を見て彼が療養所を脱出してパリに舞い戻ることで、このマルティンの話は終わるのである。こ
の間の療養所内での、マルティ ンと医師リュテイと看護師ローザとの医療側と患者間の言葉の駆け
引き、麻薬の量で欝と爽が入れ替わるマルティンの心理状態、特に禁断症状をきたした時の真に迫
る彼の心理、生理状態の描写には、自らが麻薬中毒患者であったK. マンならではの凄さ、迫力が
感じられる。マルティンが少しでも良くなろうという意志がある時には、次のように言うことがで
きた。つまり、自分が健康にならなければならない理由には三つある。 一つ目は、自分本来の仕事
である申し分のない優れた散文を書くため、二つ目は、愛するキーキョウと再会するため、 三つ目
は、ナチスドイツの終意を体験したい、そのために少しでも役立ちたいと。しかし、それも束の間、
よくなろうという意志はたちまち逆の意志に呑み込まれ、麻薬の閣の力に引きづられてしまうので
ある。従って、このマルティンの物語は、図式的なるが先のマーリオンの物語が反ファシズムの闘
いの光の物語とすれば、死へと追い詰められていく閣の物語と言えよう。この章は、その意味では
生き方の違う対称的な二人を登場させ大変興味深いのであるが、これ以後はマーリオンを再び登場
させ、彼女を軸に物語は展開するのでる。
ここで登場してくるマーリオンは、先の彼女と様子が少し違って、まず己に課した重い課題に
? ?? ??
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疲労気味になっている、弱いマーリオンの姿である。体重が減り、咳も多くするようになった肉体
的にも弱くなったマーリオンでもある。しかし、弱ったマーリオンに対して、もっと弱っている身
近な人たちが頼ってくるので、彼女は弱ってばかりはいられなかった。たとえば、妹のティリは連fj
されて行方不明のエルンストの件で途方に暮れて姉を頼り、また今、チューリヒから脱出してきた
ばかりのマルティンもパリで非常に不安定な状況にあった。彼は療養所の治療を最後までやり通し
たとマーリオンに言ったものの、その嘘はすぐに彼女に見抜かれ、本当のことを白状せざるをえな
かった。マーリオンは、マルティンの麻薬におぼれる生活を批判し、ともにナチスと闘うように呼
びかけるのだが、「希望なく闘うことは人間の力を超えている。僕には力がない。もはや、カも希
望もないJと言って自分のネガティブな世界に閉じこもる一方、自分はこの麻薬漬けの生活から自
由になったら、キーキョウと和解し、 一緒にヨーロッパを去って、ブラジルで雑誌社を創設できる
かも知れないなどとあらぬことを夢うつつに語ったりするのであった。このような状態では、彼か
らマーリオンは目を離すわけにはいかなかったのであるが、それではいつもマーリオンは弱い立場
の身近な人を励ますばかりの側にいたのだろうか。そうではなかったのだ。前回の論文で明らかに
なったように2、すでに恋人関係になっていたフランス人マルセルがマーリオンを慰め、励ます立
場にいたのである。しかしこの慰め役のマルセルにも、苦しめられているものがあった。言葉であ
る。彼はマーリオンに対して多弁にして鏡舌であった。しかしそれは、彼が詩人として言葉に祝さ
れてそうなったのではなく、使う言葉の貧困さ故に呪われてそうなったのである。
僕が自分の身体の病気のように感じている二十世紀の危機は、大言壮語する言葉の危機だ。デモ
クラシーは、使い古された大言壮語する言葉にすがりついているために破産している。新しい野蛮
な力、ファシズムは容易に勝利したデモクラシーという死体の首をはねたのである。僕たちは新た
な純真さを学ばなければならない。それは言葉ではなく、行動によってのみ達せられるのだ。
これは言葉を使う詩人としての危機意識をマーリオンに訴えるマルセルの言葉であるが、 この
中には明らかに後にペンを捨ててスペイン市民戦争に国際旅田の義勇兵として志願することになる
マルセルの行動を予見させるものがある。作者K・マン自身も後に、志願してペンを銃に変えてア
メリカ兵としてヨ ロー ッパ戦線に従軍することになるので、この言葉と詩人の危機の問題は、作者
自身にとっても痛切な問題と言わなければならない。マルセルには、自己の内面に閉じ龍るマル
ティンと違って、自己の詩人としての内面的危機を外へ働きかけて克服していく姿勢がみられ、そ
2 拙稿「クラウス ・マンの閣と光一亡命小説『火山』をめく会って(その 3)J経済論集 東洋大学経済研究会
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の点にマーリオンとの接点がある。この二人の話はここで一旦中断して、その間に地中海の保養地
マジョルカ島でのマーリオンの滞在物語が入る。
1936年の春、マーリオンをマジョルカ島に招待したのは、銀行家のベルンハイムであった。彼の
島の家の客になり、そ乙で詩や小説を彼女に朗読してもらいたかったのである。マジョルカ島は、
「青い空と青い海の潮が輝きを競っているJような島で、ベルンハイムの言葉を借りれば、「至福の
島jであり、 「皆が愛し合い、快適に感じるJ島だ、った。そこでは政治の話題は極力避けられた。
厳しい現実政治から逃げるように保養に来ている人々が多いので、せめて島にいる問は、海水浴を
したりトランプ遊びにうち興じて休養したいというわけである。それ故、この島は束の間の平和を
楽しむ、恵まれた階層の人たちの島ということができょう。ところがこの平和な島で行われたマー
リオンの朗読会は、そこに含まれた戦闘性故に、ある平和主義の有名なイギリス作家との聞に議論
を呼び、起こしたのである。この作家との議論がマジョルカ島でのマーリオン滞在物語の最も注目す
べき点である。ベルンハイムの邸宅で聞かれたマーリオンの朗読の夕べに参加したそのイギリスの
作家が、まずマーリオンの朗読の中にある戦闘的要素を取り上げ、暴力を説くのはよくなく、我々
は平和的であるべきで、和解こそ我々の課題だと注意を促した。それに対してマーリオンは、和解
が問題にならない人々や主義がこの世界に存在する。手権弾と連発ピストルを振り回すギャングを
前にして、私は平和主義者とささやいても笑い者になるばかりだと反論する。それに対して作家は、
平和主義者とささやくのではなく、平和主義者と叫ぶべきだと再反論する。さらに自分が平和主義
者と告白するのは、恥でも間違いでもないと続ける。それに対して戦いに対する不安が屈辱的で致
命的になる場合があるとマーリオンが反論するが、今は戦いに対する不安ではなく、平和に対する
愛について語っているのだと作家は応じる。このようにして二人の議論は始まり、それは平行線を
辿りながら延々と続くことになる。このイギリスの作家は、絶対平和主義の立場でいかなる暴力も
認めない立場であるから、反ファシズムの立場からヒットラーの第三帝国との戦いも辞さない立場
のマーリオンとは根底の所で違うわけであるから、-_e.議論が始まれば、白黒の結着はつかず並行
線を辿らざるを得なくなる。この対立は、二人の置かれている今の状況、つまりイギリスの作家は、
保養地マジョルカ島の別荘で成功した有名な作家として平和を享受できる環境にあるのに対して、
マーリオンはナチス・ドイツに祖国を追われ、今や国籍を剥奪された過酷な亡命者の身であるとい
う違いから生じてきているとも言えよう。平和は確かに尊いが、その平和を維持するために、暴力
が許されるかどうかは、今日なお議論のあるところでこの二人の議論は今日的意味を失っていない
と考えられるが、ここで明らかになったことは、マーリオンの反ファシズム、反ナチスの明確な立
場であり、そのことを通じてこの箇所で『火山』のいう作品の反ファシズ、ム小説としての特徴がよ
く表れているという点である。
ところでこのような議論がイギリスの作家とあった二、三日後、危険だからこの平和な島に留ま
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るようにとのベルンハイムその他の声を振り切って、マーリオンはストライキで混乱するこースを
経由して、マルセルが待つパリへと戻って行ったのである。この章の最後の話は、パリで再び一緒
になったマーリオンとマルセルが正式に結婚して、スイスに新婚旅行に出かけた話である。結婚の
切っ掛けは、マーリオンのパスポート問題で、国籍剥奪の件もあり、今やパスポートの取得ができ
なくなった彼女が、健康問題で遼巡するマルセルを説き伏せて結婚に至ったのである。新婚旅行先
はスイスのエンガディン地方で、シィルス・マ リー ア近郊の農家の部屋を借りてしばらく滞在した。
そこでは二人は自分たちの置かれた厳しい状況をしばし忘れてもっぱらスイスの自然、エンガデ、イ
ン地方の自然や色彩美に心を傾けた。それで少し元気が出て幸福になったのか、以前のようにマル
セルの多弁は影を潜め、マーリオンはうれしくなった。乙の滞在中、彼らはシィルス・マーリアの
ニーチェ・ハウスを訪問し、マルセルはニーチェ文学を回想し、ニーチェの言葉から詩人としての
力を蘇えさせられたような気分になった。マーリオンも「ここに私たちがやってきたのは、よかっ
たJという率直な感想をもらし、この新婚旅行が束の間の平和を二人の心にもたらしたと乙ろでこ
の章は終わる。
3 
第3章はティ リが主なる主人公で先のエルンス トとの劇的な出会いによって子を身龍ったことを
彼女が知り、そのことで悩み、身龍った子を堕胎し、ついに自殺にまで追い込まれるまでを描く暗
い物語である。ただ途中、その物語を中断して平和の楽園だ、ったマジョルカ島にもファシズムの暗
い影が影響を及ぼす様子や、パリでスペイン市民戦争に国際旅田義勇兵として参加を決めたマルセ
ルとマーリオンの別れの話が差し挟まる。
「私は子供を産むことができないJと再三再四、ティリは繰り返すが、その背景には妊娠した乙
と事体が彼女にとって想定外の上に、父親になるべきエルンストが警察に連行されて未だに行方不
明であるという困難な状況がある。「何というぎょっとするような兆候1 私は呪われている」と嘆
き、生まれるべきでない子をまさに身龍ってしまったから堕胎するしかないとティ リは思いつめる
のである。市民的モラルからすれば、軽率のそしりを免れないティリの行動と思いであるが、渦中
にあって身動きできない彼女にとって、逃げ出す方法はその他に考えられなかったのである。ティ
リは母や知人に相談もできず、一人悩み、またあの事件以来、 当局によって見張られているのでは
ないかという不安な心理状況の中で、ひとを介して彼女の願いを実現してくれそうな医師を紹介し
てもらう。そして紹介された病院のベッドの上でティリは、カーテン越しの隣のベッド上で手術を
受ける妊婦のうめき声に不安を覚えながら、麻酔をかけられ、堕胎の術を施されるのである。麻酔
がよく効かなかったのか、麻酔が効れ始め、意識が戻り始めると、吐き気がし、ティリは死の不安
を感じ、看護婦が押さえつけているらしいので逃げ出したくなる。医師が来ないのを不審に思って
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いると、身体に触れた医療器具がくすぐったく感じられ無性に笑いたくなったので、「まだ始めな
いで、私は覚めている」と叫ぶと、「口を閉じらせてもらたいのかねJと医師の荒々しい声が聞こ
える。麻酔が再び打たれ、声を出そうにも声の出ない状態にされ、臆臨とした意識の中で悪夢にう
なされ、麻酔が途切れると、それを巡って医師と看護婦がお互いを罵倒しあう恐ろしい場面にティ
リは遭遇する。だがののしりあいながらもお互いに親称のDuを使っているので、この二人は愛人
関係にあることにティリは気づいて、 一層悪夢を見る思いを彼女はするのである。このように麻酔
が切れたり、また麻酔をかけられたりするような凄惨な地獄の中にいるような状態で、ティリの堕
胎の手術は施行されたのであるが、このティリの物語はここで一旦中断して、次にその後のマジョ
ルカ島の様子が紹介される。
マーリオンが去った後のマジョルカ島は、島を出たら危険だと彼女を引き止めた人たちの予想を
裏切って、まもなく楽園の島ではなくなった。 イタリア軍の爆撃機が到来し、 ドイツ当局がファシ
スト・ スペイン当局に転送したブラック リストにより、次々と疑わしき人たちが捕らえられ、イギ
リス人は船で島を脱出し、 ジェノヴァからミュンヘンに移送予定のドイツ亡命者の中からかなりの
自殺者が出た。マーリオンを島に招待したベルンハイムも、彼の生涯で初めてパニックを引き起こ
すなど危険が身近に迫り、ベルンハイムの世話で島に滞在中のザムエルも、混乱の中、死を覚悟す
るまでになっていた。これは歴史的にみれば、 1936年7月に勃発したスペイン市民戦争の影響がマ
ジョルカ島にも及び、楽園の島が一変したことを物語るが、このスペイン内戦、スペイン市民戦争
が切っ掛けとなって、物語はパリに飛び火して、スペイン市民戦争の国際旅団に国際義勇兵として
志願する詩人マルセル・ポアレの話に移ることになる。
僕はそこへ行くのがよいのだ! これは僕が長年待ち望んでいたチャンスであり、又このチャン
スがめく守ってきた時でもあるのだ!
これはマルセルの心の中を覗いた描写であるが、彼の大仰な言葉に疲れて、行動の人になる欲求
を持っている様子は、すでに前章で出てきたが、ここにきてそれが実現の見込みとなったのである。
驚いたのは、すでに結婚して彼の妻になっていたマーリオンである。彼女はマルセルの決意に狼狽
し、嘆き悲しみ思い止まるように強く訴える。その理由として、作者自身も愚かなと評しているが、
「私があなたの妻だからjという言葉をマーリオンは繰り返す。そしてそれが受け入れられないと
みると、今度は「私を一緒に連れて行ってJとまるで子供のように駄々をこねる始末である。この
マーリオンの取り乱し様は、妹のティリならいざ知らず、これまでの冷静沈着な姉の彼女を知って
いる読者にとっては、少し唐突な感じがして不自然ですら思えるが、乙れは作者が敢えてこれまで
のマーリオンとは距離をとり、姉の行動を大げさに戯画的に描いたようにも思われる。この二人の
-130 
「クラウス・マンの閣と光一亡命小説『火山』をめくeってJその4
場面で注目すべきは、マルセルが、 「人にはひとりだけで出かけなければならない道がある リとマー
リオンを諭す場面で、これに対して取り乱した彼女の目の前に、火を噴く 山、火山が再び見えたこ
とである。この火山のメタファは何を意味するのであろうか。スペイン市民戦争は、第二次世界大
戦の前哨戦とも言われるので、それを暗示しているのであろうか。ともかくもこの作品のタイ トル
とも繋がる火山が、再びマーリオンの目に見えたのは注目すべきであると
マルセルを送り出すマダム・シュヴァルベの庄でのお別れパーティには、マーリオン、マルティ
ン、キーキョウが欠席したものの、ヘルムー ト・キュンディガ一、マティス博士と妻、ナータン・
モレイユ、ジィロヴッチ嬢、エルゼ・プロスカウワ一、テオ・フンムラ一、ダヴッド・ドイチュな
ど馴染みの人たちの他、新しい顔ぶれもかなり見られた。このパーティで注目すべきは、スペイン
市民戦争の国際旅田に国際義勇兵として参加を決意、表明したマルセルに対して、私も後から参加
したいという人々が次々と出てきて、当時の国際旅田に対する期待と熱意がドイツ人亡命者がよく
集まるパリの一角で、非常に高まっている空気を作者がよく描き出していることである。そして驚
くべきは、半病人のマルティンまでもが、このパーティの後に別れのために訪れたマルセルに対し
て、「僕もおそらく後から行くだろうJと言っていることである。むろんそこには本心というより、
これから危険な戦地に赴くマルティンに対する配慮が感じられる。今のマルティンにとって切実な
のは、スペイン市民戦争よりも、麻薬でありキーキョウの愛である。マルセルに対して彼はキー
キョウの居場所を尋ねるが、「わからないよJとマルセルの返事はつれない。だが実際は、彼の居
場所を知っていてこの後すぐにその足でパリのマドレーヌに潜んでいるキーキョウに会い、別れの
挨拶をするのである。
このマルセルとキーキョウの二人の別れの場面は、マルセルとマルティンの別れの場面より印象
的に描かれている。この二人は、カトリックをめく会って異なる立場にあるものの大別れに際して
マルセルは、神と教会の議論は避けて、現実のスペイン市民戦争で起こっていること、つまりカト
リックの司祭たちは、スペイ ンの人民を抑圧する側に立って戦っているために、人民は彼らを憎ん
でいると言うのに対し、「ひどい司祭もいるJとキーキョウはマルセルのいうことを認める5。そし
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5 斉藤孝著『スペイン戦争 ファシズムと人民戦線』中公新書104中央公論社 1966年
問書の10頁に「スペインはイタリアとならんでカトリックの牙城である。十九世紀にはスペインは宗教裁
判や教会の特権に反対していくどかの革命が試みられたが、それでも、 二十世紀においてもカトリック教
会全体としてはスペイン最大の地主であり、また同時に銀行 ・工業に投資し、三分のーといわれる国富を
?????
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て「君のために祈るよJとキーキョウが約束するのに、それを退ける代わりに「僕のために祈って
くれjとマルセルは答える。これはこの別れが二人にとって永遠なものになるかもしれないという
ことが、立場の相違を超えて二人を近づけさせている場面ということができる。しかし、興味深い
のは二人の関係だけでみるとそういうことができるが、それ以外の関係では二人は自分の立場を崩
さないことである。つまり、マルセルがさっき会ってきたばかりのマルティンの身の上を案じて、
「彼は君を必要としている。彼は大変に悲しむべき状態だ」とキーキョウに迫っても、 「たとえひど
く悲劇的に見えても、彼は僕を必要としていない。彼は別の決断をしたのだ。今や彼は一人で自分
の道を終りまで行かなければならないJと自分の立場を崩さない。マルセルはマルセルで、熱心な
カトリック教徒の母には別れの挨拶もせずにスペインに向かったのである。
物語は、ここまできて最後に再びティリの話に戻る。ティリは手術後の経過が思わしくなく、下
腹部の痛みがいつまでも取れず、歩くこともままならないので、これは不潔な器具を使って医者と
愛人の看護婦が自分の身体を台無しにしてしまったと思いこむ。さらに彼女を打ちのめすのは、 こ
の肉体の痛みだけでなく、彼女が愛した二人の男、コニーとエルンストにもはや会える見込みがな
いという絶望感が増し加わって、この心身の苦しみを打ち明ける相手もいないということで、生き
る希望を失い、自殺に追い込まれていくのである。ティリが自殺を決心し、睡眠薬自殺を遂げるま
でのプロセスを心理的な動きを加えながら作者K ・マンは綿密に描き出している。母には二日間
パーゼ、ルの友人の所へ行くと言ってティリは出掛けるのだが、実際はエルンストと最初にして最後
の夜を共にしたホテル、しかも共に一夜を過ごした 7号室に泊まるのである。最高の幸福と不幸が
交錯する彼女にとっていわば人生のクライマックスの場所を死に場所に選んだわけである。この死
に場所のこだわりは、彼女の悲劇の深さを物語っているとも言えよう。そこには自分の死をも演出
したいという密やかな願望があり、それはまさに悲劇の深さを示す病的な心理現象と言ってもよい
からである。そのティリの死の演出は用意周到である。致死量に充分なヴエロナール錠を手に入れ、
用意し、エルンストとの思い出のホテルの部屋で、机に向かつて家族や友人など数通の遺書をした
ためる。その中で重要なのは、家族なかでも姉のマーリオンに宛てた遺書である。分量が最も多く、
自分の自殺する決断に至った経緯を大変率直に姉に書いているからである。そこでは彼女の愛した
コニーや、エルンストとの不幸に終わった関係やエルンストとの子を堕胎せざるを得なかった原因
などが書かれていたが、その中で次の箇所は注目すべきである。
専断していた。国民九百人に一人の割合で僧侶がおり、教育面に浸透していた。教会は国民の「魂Jを独
占していたのであった。Jという記述があるが、スペイン市民戦争では、確かにカトリック教会は、マルセ
ルが志願する国際旅団の国際義勇兵のスペイン人民戦線と対立するファシズムの側に立っていた。従って、
その点を突かれてキーキョウはマルセルのいうことを承認せざるをえなかったのである。
? ? ? 】?
「クラウス・マンの閤と光一亡命小説『火山』をめくマってJその4
あなたはちょっと違うのです、マーリオン。あなたは強い性格であり、闘うことができる、あな
たが闘うのを見るのは喜びです。しかし私は闘うことはできません。私は子供を持つことはできな
いし、そもそも闘うことができないのです。根本において私は政治に全く関心がないのです。
乙こで注目すべきは、ティリが死に際して、強い姉に対して弱い妹と自分を対比させ、自分を弱
くさせているのは、政治的無関心と言っている点である。確かにこれまでの亡命後のティリの歩み
を辿ってみても、政治的関心によって行動が導かれたというより、コニーやエルンストの関係にみ
られるように恋愛への憧れや情熱によって動かされて生きてきたと言ってよい。その意味では一人
の女性としては平凡で、個人主義的な生き方をしてきた女性と言ってよい。ティリの場合は、その
ような女性が時代の波に翻弄されて、恋愛を成就できずに死に追い込まれる弱い人間の破綻物語で
ある。もしマーリオンのようにしっかりした政治的な関心があれば、たとえ恋愛関係が破綻しでも、
政治的活動によって自殺をくい止める道を見つけ出だすことができたかもしれない。しかし現実は
恋愛関係の破綻の上に、体調不調が加わり、前途に希望を失い、自殺に追い込まれていくのである。
この自分の自殺をマーリオンに告げるにあたって、取り残される姉のつらい立場を配慮して、自分
はむしろ喜んで死んで行くのだから悲しむ必要がないと繰り返し、形を変えてティリーは遺書に書
き連ねる。
ああ、マーリオン、私はあなたに告白しなければならないのです、私は死ぬことを期待して待っ
てさえいるのです。もちろん不安はあるけれど、でもかなり心地よい不安なのです、ちょっと
ファーストキッスを前にしたような不安、激しいけれど、それだけずっと心地よいのです。
これはマーリオンへの遺書の最後の方にある言葉であるが、姉を慰める言葉であると同時に、死
を美化し、その美の誘惑されて死に赴きたいと密かに願望するティリの心をよく映し出している箇
所である。この死への誘惑は、作者クラウス・マン自身が生涯心の中に受け続け、何度か誘惑に巻
き込まれ、自殺未遂を引き起こし、ついには自殺を遂行することになる身だけに、このティリの言
葉には作者の心が龍められていると言ってよいであろう。 K.マンは、明らかに死に追い込まれて
いくティリの人間としての弱さに引きつけられ、同情してティリの最後を描き出している。それは
遺書の内容、そして自殺を前にした美しい少女期の幻想的な回想シーンの記述にもよく表れてい
る。しかしここでいくら死んでいくティリに同情するからと言って、ティリをK・マンが正当化し
ているわけでない。心はティリに奪われているからと言って、理性までティリに持っていかれてい
るわけではない。 K.マンの理性はマーリマンの生き方の方をよしとしているのである。作者の中
にあるとの関係は複雑であるが、この問題は、次章のマルティンの死の問題にそのまま繋がってい
?
?
?
?
??
く問題でもある。その検討は紙面の関係で次回に譲りたい。(続く)
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